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「
こ
れ
ほ
ど
深
刻
な
事
態
は
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
」（
現
地
外
交

筋
）と
い
う
ロ
シ
ア
軍
の
全
面
侵
攻
が
始
ま
っ
た
二
月
二
四
日
以
降
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
部
を
中
心
に
多
数
の
一
般
市
民
が
手
荷
物
ひ
と
つ
で

退
避
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
周
辺
国
に
流
入
し
た
難
民
は
六
二
二
万

人
、
こ
の
う
ち
西
隣
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
三
三
五
万
人
と
半
数
以
上
を
占

め
、
ル
ー
マ
ニ
ア
九
二
万
人
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
六
〇
万
人
な
ど
（
五
月

一
五
日
現
在
）。
国
内
避
難
民
も
七
七
〇
万
人
に
上
り
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
国
民
の
約
三
割
が
家
を
追
わ
れ
て
避
難
す
る
非
常
事
態
が
続
く
。

難
民
を
助
け
る
会
東
京
事
務
局

中
坪
央
暁

ロ
シ
ア
の
軍
事
侵
攻
に
よ
っ
て
周
辺
国
に
逃
れ
た

ウ
ク
ラ
イ
ナ
難
民
と
国
内
避
難
民
は

計
一
三
〇
〇
万
人
を
超
え
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
以
降
、

最
大
の
人
道
危
機
に
直
面
す
る
国
際
社
会
は
、

未
曽
有
の
難
民
問
題
に
対
処
で
き
て
い
る
の
か
。な

か
つ
ぼ 

ひ
ろ
あ
き　

毎
日
新
聞
ジ
ャ
カ
ル
タ

特
派
員
・
東
京
本
社
編
集
デ
ス
ク
の
後
、
国
際

協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
派
遣
で
ア
フ
リ
カ
・

ア
ジ
ア
の
平
和
構
築
の
現
場
を
長
期
取
材
。
難

民
を
助
け
る
会
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
駐
在
と
し
て

ロ
ヒ
ン
ギ
ャ
難
民
支
援
に
従
事
。
著
書
『
ロ
ヒ

ン
ギ
ャ
難
民
一
〇
〇
万
人
の
衝
撃
』
な
ど
。

戦
後
最
大
の
人
道
危
機

難
民
支
援
の
最
前
線

越
境
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
南
東
部
コ

ル
チ
ョ
バ
に
到
着
し
た
ウ
ク
ラ
イ

ナ
難
民
。
二
〇
二
二
年
三
月
一
二

日
（
中
坪
央
暁
撮
影
）
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難
民
の
九
割
は
女
性
と
子
ど
も

　

国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
難
民
を
助
け
る
会
」（A

A
R Japan

）
に
所
属
す

る
私
は
三
月
上
旬
、
第
一
陣
と
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
入
り
、
初
動
調

査
と
あ
わ
せ
て
緊
急
支
援
事
業
を
立
ち
上
げ
た
。
首
都
中
心
部
の
ワ

ル
シ
ャ
ワ
中
央
駅
に
は
国
境
方
面
か
ら
列
車
で
到
着
し
た
難
民
が
あ

ふ
れ
、
食
料
・
医
薬
品
な
ど
の
無
料
配
付
ブ
ー
ス
や
大
型
テ
ン
ト
の

仮
設
食
堂
に
殺
到
し
て
い
た
。
数
日
が
か
り
の
避
難
に
疲
れ
果
て
、

駅
構
内
の
床
に
寝
転
が
っ
て
仮
眠
す
る
姿
も
あ
っ
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド

南
東
部
の
国
境
の
町
コ
ル
チ
ョ
バ
で
は
、
商
業
施
設
を
転
用
し
た
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
難
民
受
け
入
れ
施
設
）
に
難
民
が
バ
ス
で

次
々
と
到
着
し
、
温
か
い
食
事
を
受
け
取
っ
て
休
息
し
た
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
に
今
後
の
移
動
先
を
相
談
し
た
り
し
て
い
た
。

　

す
ぐ
に
気
付
い
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
難
民
の
顕
著
な
特
徴
が
三
つ
あ

る
。
①
難
民
の
大
部
分
を
女
性
と
子
ど
も
が
占
め
る
こ
と
、
②
難
民

キ
ャ
ン
プ
が
存
在
し
な
い
こ
と
、
③
難
民
の
受
け
入
れ
を
政
府
や
国

連
機
関
で
は
な
く
市
民
社
会
が
主
体
的
に
担
っ
て
い
る
こ
と
、
で
あ

る
。
こ
れ
ら
は
、
例
え
ば
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
武
力
弾
圧
を
逃
れ
、
隣
国

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
累
計
一
〇
〇
万
人
超
が
滞
留
す
る
ロ
ヒ
ン
ギ
ャ

難
民
な
ど
、
国
境
近
く
に
形
成
さ
れ
た
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
旧
来

型
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
を
見
慣
れ
た
私
に
と
っ
て
は
、
い
さ
さ
か
驚
き

で
あ
っ
た
。

　

世
界
各
地
で
紛
争
を
逃
れ
る
難
民
は
家
族
単
位
が
基
本
だ
が
、
こ

こ
で
は
九
割
が
女
性
と
子
ど
も
で
、
中
で
も
比
較
的
若
い
母
子
が
目

立
ち
、
一
部
は
高
齢
者
を
同
伴
す
る
。
こ
の
不
自
然
な
形
態
は
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
政
府
が
成
人
男
性
（
一
八
～
六
〇
歳
）
の
出
国
を
原
則
禁

じ
た
た
め
で
、
結
果
と
し
て
非
常
時
に
家
族
が
引
き
裂
か
れ
る
過
酷

な
状
況
を
生
ん
で
い
る
。
一
二
歳
と
三
歳
の
男
児
を
連
れ
た
母
親

（
四
三
歳
）
は
「
夫
は
志
願
兵
と
し
て
軍
隊
に
加
わ
っ
た
。
長
旅
に

耐
え
ら
れ
な
い
老
母
は
家
に
残
り
、
二
〇
歳
の
長
男
が
世
話
を
し
て

い
る
が
、
息
子
が
徴
兵
さ
れ
た
ら
母
は
独
り
で
ど
う
な
る
か
心
配
で

な
ら
な
い
」
と
訴
え
、
他
の
女
性
た
ち
も
異
口
同
音
に
残
さ
れ
た
家

族
の
身
を
案
じ
て
い
た
。

　

ポ
ー
ラ
ン
ド
政
府
は
危
機
発
生
と
同
時
に
国
境
沿
い
の
九
ヵ
所
に

難
民
受
け
入
れ
施
設
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
国
営
鉄
道
を
無
料
に

す
る
緊
急
措
置
を
と
っ
た
。
受
け
入
れ
施
設
は
通
常
二
～
三
泊
し
て

次
の
目
的
地
に
向
か
う
中
継
点
に
過
ぎ
ず
、
長
期
滞
在
は
想
定
し
て

い
な
い
。
難
民
は
国
境
地
帯
に
滞
留
す
る
こ
と
な
く
ポ
ー
ラ
ン
ド
国

内
の
各
都
市
、
あ
る
い
は
ド
イ
ツ
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
な
ど
希
望
す
る

欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
圏
の
国
々
に
、
無
料
の
鉄
道
や
バ
ス
で
速
や
か

に
移
動
し
て
い
く
。
ワ
ル
シ
ャ
ワ
郊
外
の
大
型
展
示
場
で
同
様
の
受

け
入
れ
施
設
を
運
営
す
る
大
手
物
流
会
社
の
役
員
は
「
こ
こ
は
収
容
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施
設
で
は
な
く
、
国
際
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
よ
う
な
も
の
」
と
的
確

に
表
現
し
た
。

　

市
民
社
会
の
奮
闘
ぶ
り
も
特
筆
す
べ
き
だ
ろ
う
。
受
け
入
れ
施
設

や
駅
で
食
料
配
付
や
案
内
係
を
担
当
す
る
の
は
、
目
印
の
ゼ
ッ
ケ
ン

ベ
ス
ト
を
着
用
し
た
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
り
、
支
援
物
資
の
多

く
は
地
元
企
業
や
商
店
が
提
供
し
て
い
た
。
自
分
の
車
で
難
民
の
送

迎
を
買
っ
て
出
た
市
民
も
多
い
。
難
民
の
宿
泊
先
に
し
て
も
、
自
治

体
が
借
り
上
げ
た
ホ
テ
ル
の
収
容
人
数
に
は
限
り
が
あ
り
、
当
初
は

八
割
以
上
を
一
般
家
庭
（
同
国
在
住
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
を
含
む
）
が

受
け
入
れ
て
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
さ
せ
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
政
府
は
後
述
す

る
Ｅ
Ｕ
の
緊
急
保
護
策
を
実
施
し
て
い
る
が
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
方
式

は
市
民
の
自
主
的
な
取
り
組
み
が
先
行
し
、
政
府
が
後
追
い
す
る
形

で
補
助
金
を
支
給
し
た
経
緯
が
あ
る
。

　

難
民
の
親
子
を
自
宅
に
引
き
取
っ
た
女
性
は
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
ロ

シ
ア
や
旧
ソ
連
に
踏
み
に
じ
ら
れ
て
き
た
歴
史
が
あ
り
、
隣
国
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
戦
争
は
決
し
て
他
人
事
で
は
な
い
。
誰
か
に
動
員
さ
れ
た

訳
で
は
な
く
、
自
然
発
生
的
に
支
援
の
輪
が
広
が
っ
た
」
と
説
明
し

た
。
た
だ
し
善
意
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
持
続
性
に
自
ず
と
限
界
が
あ

り
、
一
カ
月
前
後
で
難
民
・
ホ
ス
ト
双
方
に
気
疲
れ
が
生
じ
て
い
る
。

中
長
期
的
に
は
公
的
な
支
援
体
制
が
必
要
な
の
は
当
然
と
し
て
、
そ

れ
で
も
最
も
混
乱
す
る
緊
急
期
に
市
民
社
会
が
見
せ
た
無
償
の
貢
献

は
称
賛
に
値
す
る
と
思
う
。

日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
る
緊
急
支
援

　

日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
る
緊
急
人
道
支
援
の
実
例
と
し
て
、
Ａ
Ａ
Ｒ

の
活
動
を
紹
介
し
た
い
。
当
会
は
初
動
対
応
と
し
て
三
月
以
降
、
①

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
（
修
道
会
）
と
連
携
し
た
ウ
ク
ラ

イ
ナ
国
内
避
難
民
へ
の
物
資
提
供
、
②
南
隣
の
モ
ル
ド
バ
に
避
難
し

た
難
民
へ
の
食
料
支
援
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　

国
内
避
難
民
支
援
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
両
国
に
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
修
道
会
に
日
本
で
集
め
た
資
金
を
送
金
し
、
食
料

や
医
薬
品
、
衛
生
用
品
、
子
ど
も
服
な
ど
を
調
達
し
て
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
西
部
テ
ル
ノ
ピ
リ
州
に
あ
る
修
道
院
に
陸
路
で
輸
送
し
て
い
る
。

こ
の
修
道
院
に
は
北
東
部
の
都
市
ハ
ル
キ
ウ
の
母
子
施
設
で
暮
ら
し

て
い
た
女
性
と
子
ど
も
（
乳
幼
児
～
一
〇
歳
程
度
）
な
ど
約
八
〇
人

が
身
を
寄
せ
る
。
同
国
で
は
学
校
休
校
の
代
替
措
置
と
し
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
遠
隔
授
業
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
修
道
院
に
い
る
小

学
生
た
ち
も
Ａ
Ａ
Ｒ
が
提
供
し
た
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
授
業
を
受
け

始
め
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
面
談
し
た
修
道
院
の
シ
ス
タ
ー
た
ち
は
「
支
援
物

資
は
近
隣
の
避
難
者
や
病
院
に
も
配
っ
て
喜
ば
れ
て
い
る
。
遠
い
日

本
か
ら
支
援
し
て
も
ら
え
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
日
本
の
皆
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さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
し
た
い
」
と
涙
を
流
し
な
が
ら
語
っ
た
。

　

四
六
万
人
の
難
民
が
流
入
（
通
過
）
し
た
モ
ル
ド
バ
で
は
、
国
連

機
関
と
調
整
の
上
、
難
民
が
滞
在
す
る
学
生
寮
と
公
共
施
設
に
温
か

い
食
事
や
食
材
、
洗
濯
機
を
提
供
し
た
ほ
か
、
子
ど
も
や
障
が
い
者

支
援
に
取
り
組
む
。
人
口
規
模
・
経
済
規
模
と
も
小
さ
い
同
国
は
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
と
は
事
情
が
異
な
り
、
大
量
の
難
民
を
支
え
る
体
力
は

な
い
。
当
初
は
教
会
組
織
や
地
元
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

対
応
し
た
が
、
そ
の
後
は
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
（
Ｕ
Ｎ
Ｈ

Ｃ
Ｒ
）
と
政
府
が
中
心
に
な
っ
て
支
援
体
制
を
再
構
築
し
て
い
る
。

　

国
連
は
三
月
初
旬
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
内
の
最
も
脆
弱
な
約

六
〇
〇
万
人
の
支
援
に
一
一
億
ド
ル
、
周
辺
国
に
逃
れ
る
難
民

四
〇
〇
万
人
超
の
支
援
に
暫
定
五
億
五
〇
〇
〇
万
ド
ル
が
必
要
と
し

て
、
約
一
七
億
ド
ル
の
緊
急
ア
ピ
ー
ル
を
発
表
し
た
。
国
内
は
東
部

地
域
を
中
心
に
食
料
や
水
、医
薬
品
の
供
給
、シ
ェ
ル
タ
ー（
避
難
所
）

の
設
営
、
避
難
民
へ
の
現
金
給
付
な
ど
に
充
て
ら
れ
る
が
、
現
地
へ

の
ア
ク
セ
ス
は
困
難
を
極
め
る
。
周
辺
国
で
は
難
民
の
大
半
が
女
性

と
子
ど
も
と
い
う
特
殊
事
情
を
考
慮
し
、
人
身
売
買
や
性
犯
罪
を
防

ぐ
プ
ロ
テ
ク
シ
ョ
ン
（
保
護
）
分
野
の
取
り
組
み
も
重
視
さ
れ
る
。

　

国
際
社
会
の
動
向
を
踏
ま
え
、
岸
田
文
雄
首
相
は
三
月
一
六
日
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
緊
急
人
道
支
援
へ
の
一
億
ド
ル
の
拠
出
（
四
月
に
一
億

ド
ル
追
加
）
を
表
明
す
る
と
と
も
に
、「
難
民
を
助
け
る
会
（
Ａ
Ａ

Ｒ
）
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
も
連
携
し
て
支
援
を
進
め

る
」
と
述
べ
て
、
官
民
一
体
の
姿
勢
を
強
調
し
た
。
Ａ
Ａ
Ｒ
を
含
む

十
数
団
体
に
約
三
五
億
円
の
公
的
資
金
が
交
付
さ
れ
、
食
料
提
供
や

保
健
・
医
療
、
教
育
支
援
な
ど
が
始
ま
っ
て
い
る
。

難
民
受
け
入
れ
「
特
例
中
の
特
例
」

　

難
民
流
入
の
最
中
の
三
月
三
日
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
二
七
カ
国
は
通
常
の

難
民
申
請
プ
ロ
セ
ス
を
省
い
て
Ｅ
Ｕ
圏
へ
の
入
域
・
滞
在
を
認
め
、

就
労
や
居
住
の
権
利
、
医
療
・
教
育
な
ど
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
保
障

す
る
緊
急
保
護
策
を
内
相
会
合
の
全
会
一
致
で
決
め
た
。
こ
れ
は

Ｅ
Ｕ
の
「
一
時
的
保
護
指
令
」（
二
〇
〇
一
年
）
に
基
づ
く
措
置
で
、

大
量
の
難
民
が
発
生
し
た
場
合
、
特
定
地
域
か
ら
逃
れ
て
来
た
人
々

に
集
団
的
な
保
護
資
格
を
認
め
て
、
保
護
期
間
（
原
則
一
年
・
最
長

三
年
）後
の
帰
還
を
前
提
に
一
時
的
に
受
け
入
れ
る
仕
組
み
で
あ
る
。

Ｅ
Ｕ
の
決
定
を
受
け
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
議
会
は
一
二
日
、
前
述
の
権

利
を
一
八
カ
月
間
保
障
す
る
た
め
の
Ｉ
Ｄ
（
社
会
保
障
番
号
）
を
難

民
に
発
給
す
る
特
別
法
を
可
決
し
た
。
四
月
末
ま
で
に
一
〇
〇
万
人

超
が
取
得
し
て
い
る
。

　

一
時
的
保
護
指
令
は
、
中
東
や
北
ア
フ
リ
カ
か
ら
一
〇
〇
万
人
超

の
難
民
・
経
済
移
民
が
殺
到
し
た
二
〇
一
五
年
の
欧
州
難
民
危
機
に

際
し
て
、
難
民
受
け
入
れ
に
つ
い
て
加
盟
国
間
の
立
場
の
違
い
が
鮮
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明
に
な
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
一
度
も
発
動
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。
そ

れ
が
一
転
し
て
瞬
時
に
合
意
形
成
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
、墓
田
桂
・

成
蹊
大
学
教
授
（
国
際
政
治
学
）
は
「
二
〇
一
五
年
以
降
、
異
な
る

背
景
を
持
つ
難
民
の
社
会
統
合
の
難
し
さ
に
加
え
、
テ
ロ
事
件
や
治

安
悪
化
を
経
験
し
た
欧
州
諸
国
で
は
、
難
民
・
移
民
の
審
査
の
厳
格

化
、
受
け
入
れ
抑
制
が
基
調
と
な
っ
て
い
た
。
移
民
を
忌
避
す
る
右

派
の
台
頭
を
抑
え
る
た
め
に
、
リ
ベ
ラ
ル
勢
力
が
抑
制
を
主
張
す
る

国
も
あ
る
」
と
指
摘
し
た
上
で
、「
今
回
の
対
応
は
特
例
中
の
特
例
。

白
人
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
難
民
を『
同
じ
欧
州
人
』

と
い
う
く
く
り
で
認
識
し
、そ
の
連
帯
感
に
基
づ
い
て
受
け
入
れ
た
。

ロ
シ
ア
が
地
政
学
上
、
Ｅ
Ｕ
と
北
大
西
洋
条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）

加
盟
国
の
『
共
通
の
敵
』
と
し
て
決
定
的
に
な
っ
た
こ
と
も
大
き
い
」

と
分
析
す
る
（
筆
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）。

　

私
も
現
地
滞
在
中
、
案
内
役
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
男
性
に
「
こ
れ
が

中
東
か
ら
の
難
民
だ
っ
た
ら
同
じ
よ
う
に
受
け
入
れ
る
か
」
と
尋
ね

た
と
こ
ろ
、「
と
ん
で
も
な
い
！　

見
ず
知
ら
ず
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒

を
家
に
入
れ
た
り
す
る
も
の
か
」
と
言
下
に
否
定
さ
れ
た
。
お
よ
そ

排
外
主
義
と
は
無
縁
な
リ
ベ
ラ
ル
で
国
際
感
覚
に
富
む
好
人
物
だ
け

に
、
部
外
者
が
口
を
は
さ
む
余
地
は
な
い
と
感
じ
た
。
こ
う
し
た
ダ

ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
「
選
択
的
人
道
主
義
」
に
は
当
然
な
が
ら
批

判
も
あ
る
が
、
欧
州
社
会
の
現
実
と
し
て
受
け
止
め
る
し
か
な
い
。

　

付
記
す
る
と
、
Ｅ
Ｕ
圏
の
重
要
な
外
郭
線
で
あ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
国

境
を
パ
ス
ポ
ー
ト
な
し
で
も
越
境
さ
せ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
検

査
や
ペ
ッ
ト
の
動
物
検
疫
抜
き
で
入
域
を
認
め
た
の
は
、
Ｅ
Ｕ
全
体

の
治
安
や
防
疫
・
検
疫
体
制
に
ほ
こ
ろ
び
が
生
じ
た
こ
と
を
意
味
し
、

今
後
対
応
を
求
め
ら
れ
る
場
面
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

同
じ
こ
と
は
日
本
に
も
当
て
は
ま
る
。
欧
米
と
の
協
調
を
重
視
す

る
日
本
政
府
は
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
」
受
け
入
れ
を
早
々
に
表
明

し
、
四
月
五
日
に
は
林
芳
正
外
相
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
二
〇
人
を
連

れ
て
帰
国
し
た
（
五
月
八
日
ま
で
に
八
七
八
人
が
来
日
）。
人
道
的

配
慮
と
し
て
何
ら
異
存
は
な
い
が
、難
民
条
約
（
一
九
五
一
年
調
印
）

に
基
づ
く
狭
義
の
基
準
（
政
治
・
宗
教
・
人
種
を
理
由
と
し
て
迫
害

さ
れ
た
人
々
）
を
固
持
し
、
難
民
認
定
率
が
極
端
に
低
い
従
来
の
対

応
と
比
べ
て
唐
突
感
は
否
め
ず
、
中
東
・
ア
ジ
ア
な
ど
他
地
域
か
ら

の
難
民
申
請
者
の
扱
い
と
の
不
公
平
性
も
指
摘
さ
れ
る
。
こ
れ
を
今

回
限
り
の
特
例
と
せ
ず
、
武
力
紛
争
を
逃
れ
た
難
民
に
門
戸
を
広
げ

る
法
改
正
な
ど
、
国
際
基
準
に
適
合
し
た
難
民
政
策
に
つ
な
げ
よ
う

と
す
る
論
議
が
既
に
始
ま
っ
て
い
る
。　

長
期
的
な
人
道
支
援
が
不
可
欠

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
難
民
は
今
後
ど
こ
に
向
か
う
の
だ
ろ
う
か
。
ワ
ル

シ
ャ
ワ
大
学
な
ど
の
共
同
調
査
（
四
月
一
二
日
発
表
）
に
よ
る
と
、
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難
民
の
五
六
％
が
「
戦
争
が
終
わ
っ
た
ら
す
ぐ
に
帰
国
す
る
」、

二
四
％
が
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
一
年
～
数
年
滞
在
す
る
」、
七
％
が

「
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
永
住
す
る
」
と
答
え
、「
他
の
国
（
ド
イ
ツ
、米
国
、

英
国
な
ど
）
に
移
る
」
は
一
二
％
だ
っ
た
。
停
戦
を
待
た
ず
に
帰
還

す
る
動
き
が
、
四
月
以
降
、
一
部
で
見
ら
れ
る
が
、
大
多
数
は
家

族
が
残
る
母
国
の
な
る
べ
く
近
く
で
待
機
す
る
意
向
と
思
わ
れ
る
。

二
百
数
十
万
人
が
当
面
滞
在
す
る
こ
と
で
、
人
口
約
二
〇
〇
万
人

の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
だ
け
で
も
三
〇
万
人
分
の
住
居
が
必
要
と
の
試
算

も
あ
り
、
女
性
の
就
労
斡
旋
、
子
ど
も
の
教
育
支
援
を
含
め
て
同

国
の
負
担
は
大
き
い
。

　

さ
ら
に
停
戦
が
実
現
し
て
も
、
東
部
・
南
部
の
諸
都
市
な
ど
破
壊

さ
れ
た
地
域
の
復
興
に
は
少
な
く
と
も
数
年
を
要
し
、
難
民
・
国
内

避
難
民
の
早
期
帰
還
は
難
し
い
。
Ｅ
Ｕ
首
脳
会
議
は
三
月
二
五
日
、

停
戦
後
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
復
興
に
向
け
て
加
盟
国
が
資
金
を
出
し
合
う

「
連
帯
信
託
基
金
」
創
設
に
合
意
し
た
が
、
第
二
次
大
戦
後
に
米
国

が
主
導
し
た
欧
州
復
興
計
画
「
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
」
に
匹
敵
す
る

規
模
に
な
る
と
の
見
方
も
あ
る
。
そ
の
間
の
避
難
生
活
を
支
え
る
人

道
支
援
の
重
要
性
は
論
じ
る
ま
で
も
な
く
、
Ｇ
７
メ
ン
バ
ー
の
日
本

も
応
分
の
協
力
を
求
め
ら
れ
る
。

　

宮
島
昭
夫
・
駐
ポ
ー
ラ
ン
ド
大
使
は
「
欧
州
の
安
全
保
障
の
様
相

を
一
変
さ
せ
る
衝
撃
的
な
出
来
事
で
あ
り
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
は
長
期
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
支
援
を
見
据
え
て
い
る
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
を
は
じ
め
人
道

支
援
を
通
じ
た
平
和
貢
献
は
日
本
の
強
み
。
官
民
連
携
し
て
ウ
ク
ラ

イ
ナ
や
周
辺
国
の
期
待
に
応
え
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

　

二
一
世
紀
の
歴
史
に
刻
ま
れ
る
重
大
局
面
に
あ
っ
て
、
私
た
ち
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
難
民
支
援
は
「
大
海
の
一
滴
」
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
れ
は
平

和
を
希
求
す
る
日
本
国
民
の
意
志
と
連
帯
を
国
際
社
会
に
示
す
こ
と

に
も
な
る
。
そ
し
て
何
よ
り
、
そ
の
一
滴
を
待
つ
人
々
が
い
る
。
私

自
身
、
一
刻
も
早
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
美
し
い
修
道
院
を
訪
ね
、
シ
ス

タ
ー
や
母
子
た
ち
に
会
え
る
日
が
来
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
●

難民を助ける会が支援するウクライナ西部の修道院に避難し
た母子。2022年3月上旬（関係者撮影）




